
概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Directorについて, 1 ページ

• 最初のログイン, 9 ページ

• システム設定の推奨順序, 10 ページ

Cisco UCS Directorについて
Cisco UCS Directorは、シスコおよびシスコ以外の多岐にわたるデータインフラストラクチャコ
ンポーネントと、Cisco UCSおよび Cisco Nexusプラットフォームに基づく業界をリードするコン
バージドインフラストラクチャソリューションに対する、安全性に非常に優れたエンドツーエン

ドの管理、オーケストレーション、および自動化のためのソリューションです。サポート対象の

インフラストラクチャコンポーネントとソリューションの完全なリストについては、『CiscoUCS
Director Compatibility Matrix』を参照してください。

Cisco UCS Directorは、次の標準テンプレートを使用する 64ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Directorを介した管理

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSを通じてコンピューティング層およびネットワーク層の統合を
拡張し、データセンターインフラストラクチャコンポーネントの包括的な可視性と管理をユーザ

に提供します。サポート対象のシスコとシスコ以外のコンポーネントの設定、管理およびモニタ

のために Cisco UCS Directorを使用できます。実行できるタスクには次のものがあります。

•すべてのCisco UCSサーバおよびコンピューティングアプリケーションを対象にした、サー
ビスプロファイルとテンプレートの作成、複製、および導入

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
1

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-device-support-tables-list.html


•コンバージドインフラストラクチャにおける組織の使用状況、トレンドおよび容量の継続的
なモニタリング。たとえば、すべてのデータセンター間の仮想マシン（VM）の使用率を示
すヒートマップを表示できます。

•一貫したリピート可能な方法によるコンバージドインフラストラクチャへの容量の導入や追
加

• Cisco UCSドメインや Cisco Nexusネットワークデバイスなどの、データセンターコンポー
ネントの管理、監視、報告。

•物理インフラストラクチャへのサービスを追加するための仮想サービスカタログの拡張。

•非仮想化ワークロードで動作する仮想化ワークロードに対応するための安全なマルチテナン
ト環境の管理。

Cisco UCS Directorによる自動化とオーケストレーション

Cisco UCS Directorを使用することで、自動化サービスを提供するワークフローを構築し、その
ワークフローを発行してオンデマンド方式でサービスをユーザに拡大することができます。社内

の他の専門家と協力して、単純または複雑なプロビジョニングと設定のプロセスを自動化するた

めのポリシーの作成とCiscoUCSDirectorワークフローの構築を迅速かつ容易に行うことができま
す。

一度構築および検証された後は、これらのワークフローは誰が実行しても常に同じように実行で

きます。経験豊富なデータセンター管理者がそれらを実行したり、または、ロールベースアクセ

スコントロールを実行してユーザや顧客が必要に応じてセルフサービスベースでワークフローを

実行できるようにすることができます。

Cisco UCS Directorを使用して、サポート対象のシスコおよびシスコ以外のさまざまなハードウェ
アおよびソフトウェアのデータセンターコンポーネント間で多岐にわたるタスクおよび使用例を

自動化できます。自動化できる使用例には以下のものがありますが、これらに限定されません。

• VMのプロビジョニングとライフサイクル管理

•ネットワークリソースの設定とライフサイクル管理

•ストレージリソースの設定とライフサイクル管理

•テナントオンボーディングとインフラストラクチャの設定

•アプリケーションインフラストラクチャのプロビジョニング

•セルフサービスカタログと VMプロビジョニング

•オペレーティングシステムのインストールを含むベアメタルサーバのプロビジョニング

機能と利点

Cisco UCS Directorの機能と利点を以下に示します。
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利点機能

•管理者に物理、仮想、ベアメタル環境全体のシステムをモニタ
リング、プロビジョニング、管理する単一インターフェイスを

提供

•統合型ダッシュボード、レポート、ヒートマップを提供し、ト
ラブルシューティングとパフォーマンスのボトルネックを削減

中央管理

•エンドユーザが ITの規定したポリシーやガバナンスに沿って、
新しいインフラストラクチャインスタンスの発注および導入が

可能

セルフサービスカタログ

•リアルタイムで利用可能な機能、内部ポリシー、アプリケーショ
ンワークロード要件を使用して、リソースの可用性を最適化

適応型のプロビジョニン

グ

•継続的なモニタリングにより、リアルタイムでインフラストラ
クチャ使用率を示し、キャパシティプランニングと管理を改善

•使用率の低いリソースや使用率の高いリソースを特定

動的な容量管理

• VMware ESX、ESXi、Microsoft Hyper-V、Red Hatの各ハイパー
バイザをサポート

複数のハイパーバイザの

サポート

•物理、仮想、ベアメタルの各サーバおよびブレードをモニタリ
ング、管理、プロビジョニング

•エンドユーザがスナップショットを介して仮想マシンのライフ
サイクル管理とビジネス継続性を実現可能

•管理者にサーバ使用率のトレンド分析を提供

コンピューティングの管

理

•物理スイッチ、仮想スイッチ、動的ネットワークトポロジをポ
リシーベースでプロビジョニング

•管理者が VLAN、仮想ネットワークインターフェイスカード
（vNIC）、ポートグループ、ポートプロファイル、IPおよび動
的ホスト制御プロトコル（DHCP）割り当て、アクセスコント
ロールリスト（ACL）を、複数のネットワークデバイスにわ
たって設定可能

ネットワーク管理
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利点機能

•ファイラ、仮想ファイラ（vFiler）、論理ユニット番号（LUN）、
ボリュームをポリシーベースでプロビジョニングおよび管理可

能

•統合ダッシュボードにより、管理者が組織的な使用状況、トレ
ンド、キャパシティ分析の詳細を包括的に可視性可能

ストレージの管理

• Appleの iPadと iPhone、およびAndroidデバイスによるモバイル
管理を提供

•モバイルセルフサービスプロビジョニング、仮想マシン管理、
および管理ダッシュボードの表示をサポート

Cisco CloudGenie

物理的および仮想的な管理機能

仮想コンピューティング管理

•仮想コンピューティング環境の検出、収
集、モニタリング

•ポリシーベースでのプロビジョニングと動
的リソース割り当ての実行

•ホストサーバの負荷と電力の管理

• VMライフサイクルとスナップショットの
管理

• VMの容量とスプロール、ホストの使用率
を評価するための分析の実行

物理サーバの管理

•設定と変更の検出および収集

•物理サーバのモニタリングと管理

•ポリシーベースでのサーバプロビジョニ
ングの実行

•ブレードの電力管理

•サーバライフサイクルの管理

•サーバの使用傾向と容量分析の実行

• Preboot eXecution Environment（PXE）ブー
ト管理機能を使用したベアメタルプロビ

ジョニングの実行
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仮想ストレージの管理

• vFilerのストレージおよびストレージプー
ルの検出、収集、モニタリング

•シックおよびシンクライアントを対象と
したポリシーベースでのストレージプロ

ビジョニングの実行

•新しいデータストアの作成と仮想デバイ
スコンテキスト（VDC）へのマッピング

• VMへのディスクの追加とサイズ調整

•組織でのストレージ使用率のモニタリング
と管理

•仮想ストレージの傾向と容量分析の実行

物理ストレージの管理

•ストレージファイラの検出、収集、モニ
タリング

•ポリシーベースでのvFilerプロビジョニン
グの実行

•ボリュームのプロビジョニングとマッピン
グ

•論理ユニット番号（LUN）と iGroupイン
スタンスの作成とマッピング

• SANゾーン管理の実行

• Network-Attached Storage（NAS）および
SANベースのストレージのモニタリング
と管理

•ストレージ実装のベストプラクティスと
推奨事項

仮想ネットワークの管理

• VMへのネットワークの追加

• IPおよび DHCP割り当てによるポリシー
ベースでのプロビジョニングの実行

• VLANおよびプライベート VLANに対す
る仮想ネットワークインターフェイスカー

ド（vNIC）の設定と接続

• VMのためのポートグループとポートプ
ロファイルの作成

•組織での仮想ネットワークの使用率のモニ
タリング

物理ネットワークの管理

•物理ネットワーク要素の検出、収集、モニ
タリング

•複数のスイッチ間のプロビジョニング
VLAN

•ネットワークデバイスに対するアクセス
コントロールリスト（ACL）の設定

•ストレージネットワークの設定

•動的ネットワークトポロジの実装

モデルベースのオーケストレーション

CiscoUCSDirectorには、1000以上のタスクや、すぐに使用できるワークフローなどが含まれてい
るタスクライブラリが用意されています。モデルベースのオーケストレーションとワークフロー

デザイナを使用すると、インフラストラクチャの管理や運用タスクをカスタマイズしたり、自動

化したりできます。また、個々の必要性に対応して、システムの拡張とカスタマイズを進められ

ます。
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次の表は、タスクライブラリの 1日目から 3日目のメンテナンスおよび更新アクティビティを示
しています。

3 日目2 日目1 日目

•ハードウェアの追加とアッ
プグレード

•用途変更

•パフォーマンスのモニタ
リング

•ミーティングおよび請求
の開始

•テナントの変更の管理

•セルフサービス
Infrastructure as a Service
（IaaS）

•テナントの追加

•申請者の移行または追加

•エンタープライズシステ
ムとの統合

•セルフサービスポータル
の使用

Cisco UCS Directorのウィザード
Cisco UCS Directorには、いくつかの機能の設定をサポートする一連のウィザードが組み込まれて
います。使用可能なウィザードは、次のとおりです。

•デバイス検出：このウィザードでは、デバイスを検出し、そのデバイスをポッドに割り当て
ることができます。

•システム初期設定：このウィザードでは、ライセンスのアップロード、SMTP、NTP、およ
び DNSサーバのセットアップなど、Cisco UCS Directorをセットアップするための初期タス
クを実行できます。

• vDCの作成：このウィザードでは、プライベートクラウドで VMをプロビジョニングする
ために必要なポリシーを設定できます。

• FlexPodの設定：このウィザードでは FlexPodのアカウントをセットアップできます。

• Vblockポッド設定：このウィザードでは、アカウントを検出し、ポッドに割り当てることが
できます。

• VSPEXポッド設定：このウィザードは、アカウントを検出し、ポッドに割り当てることがで
きます。

最初に Cisco UCS Directorにログインすると、[ウィザードエクスプローラ]ウィンドウが表示さ
れます。このウィンドウから、使用可能なウィザードの詳細を表示し、そのいずれかを選択して

起動できます。ログインするたびにこの [ウィザードエクスプローラ]を表示させないようにする
には、[今後このページを表示しない]チェックボックスをオンにします。これらのウィザードを
後で起動するには、[管理] > [ガイド付きセットアップ]をクリックします。
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システムが提供するこれらのウィザードに加え、以前に設定したワークフローからウィザードを

作成することもできます。詳細については、ワークフローからのウィザードの作成, （7ペー
ジ）を参照してください。

ワークフローからのウィザードの作成

有効なワークフローをウィザードに変換して Cisco UCS Directorに保存することができます。

はじめる前に

Cisco UCS Directorで、有効なワークフローを作成しました。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理] > [ガイド付きセットアップ]を選択します。

ステップ 2 [ワークフローからの作成（Create from Workflow）]をクリックします。

ステップ 3 [ワークフローからのウィザードの作成（Create Wizard from Workflow）]ダイアログボックスで、
次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[選択（Select）]をクリックして、ウィザードに
変換するワークフローのチェックボックスをオ

ンにします。

[ワークフローの選択（SelectWorkflow）]フィー
ルド

ウィザードの名前。これは、ウィザードの基本

名です。

[ラベル]フィールド

ウィザードの 2次名。[2つ目のラベル（Second Label）]フィールド

ウィザードの説明。[説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、このワークフ
ローに関連付けるアイコンのチェックボックス

をオンにします。

[アイコンイメージ（Icon Image）]フィールド

ステップ 4 [送信]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

次の作業を実行できます。

•ウィザードを起動する。
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•ウィザードを編集する。

•ウィザードの詳細を表示する。

•インターフェイスでのウィザードの順序を変更する。

•ウィザードを削除する。

共通のユーザインターフェイスオプション

次の表は、アプリケーションユーザインターフェイスのすべてのページで利用できるオプション

について説明します。現在開いているページに関係なく、これらのオプションを使用して同じタ

スクを実行できます。

説明ラベルアイコン

ページ上の報告されたデータを更新

します。

更新（Refresh）

[お気に入り（Favorite）]メニューに
ページを追加します。

このオプションを使用して、頻繁に

アクセスするページを素早く表示で

きます。

お気に入り（Favorite）

[追加（Add）]ダイアログボックスが
表示され、新しいリソースを追加で

きます。

追加（Add）

[編集（Edit）]ダイアログボックスが
表示され、リソースを編集できます。

編集（Edit）

[レポートテーブルのカスタマイズ
（Customize Report Table）]ダイアロ
グボックスが表示され、画面に追加

したい列を選択できます。

テーブルのカスタマイズ

（Customize Table）
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説明ラベルアイコン

[レポートのエクスポート（Export
Report）]ダイアログボックスが表示
され、レポートの形式を選択して、

システムにダウンロードできます。

次のいずれかの形式でレポートを生

成できます。

• PDF

• CSV

• XLS

エクスポートレポート

ページに表示されているフォルダを

展開します。

拡張（Expand）

ページに表示されているフォルダを

折りたたみます。

折りたたむ

ページに追加のフィルタリングパラ

メータを追加します。

高度な検索フィルタを追加

（Add Advanced Filter）

キーワードを入力して特定のレコー

ドを検索できます。

検索フィールド（Search
Field）

最初のログイン
ホスト名と IPアドレスのいずれかと次のクレデンシャルを使用して、CiscoUCSDirectorにログイ
ンします。

•ユーザ名：admin

•パスワード：admin
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最初の管理アカウントを作成した後、起動時の管理アカウントを削除するか、少なくともデ

フォルトのパスワードを変更することをお勧めします。セルフサービスポータルにアクセス

するには、有効な電子メールアドレスが必要です。

（注）

システム設定の推奨順序
次の表は、システム設定の推奨順序を示します。

説明章項目

ライセンスの適用、管理者プロファイルの設定、グループの作成、

およびユーザの作成の方法について説明します。言語サポートへ

2、3、
4、5

初期設定

のアクセス、ポータルカスタマイズの適用、およびシステム設定

の方法を習得します。

任意でのポッドと物理アカウントの追加、ネットワーク要素の追

加、接続のテスト、およびアカウント検出の検証の方法について

説明します。

6物理インフラストラ

クチャ

必要に応じて、物理インストラクチャよりも前に仮想イ

ンフラストラクチャを作成できます。

（注）

クラウドの作成、クラウド検出および接続の検証、接続のテスト、

および vCenterプラグインの表示の方法について説明します。
7仮想インフラストラ

クチャ

コンピューティングポリシー、ストレージポリシー、ネットワー

クポリシー、およびシステムポリシーを作成して管理する方法に

8ポリシー

ついて説明します。Microsoft Windowsカタログの OSライセンス
を追加する方法を習得します。

グループ、ポリシー、コストモデルの特定の環境を管理するため

に VDCを設定する方法、さらに、 VDCレベルでのリソース制限
の設定および管理の方法について説明します。

9仮想データセンター

カタログ項目の設定方法、カタログへのアクセス権限をグループ

に追加する方法、およびカタログ項目の公開方法について説明し

ます。

10カタログ

プロビジョニングサービスリクエストの作成および管理方法につ

いて説明します。

11Self-Serviceプロビ
ジョニング

1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョニング
を設定する方法を説明します。また、テンプレートで追加ディス

12Multi-Diskプロビ
ジョニング

クごとに個別のディスクポリシーを設定する手順についても説明

します。
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説明章項目

チャージバックサマリーレポート、詳細レポート、およびリソー

スアカウンティングレポートを作成する方法について説明しま

13チャージバック

す。コストモデルが定義され、部門や組織内のポリシーに割り当

てられる仕組みも示します。

クラウドを完全に可視化し、リソース使用率をモニタし、クラウ

ドスタック（クラウド、クラスタ、ホストサーバ、および仮想マ

シン）を管理する方法について説明します。

14クラウド管理

プロビジョニング後のライフサイクル管理アクション（VMの電源
管理、VMのサイズ変更、VMスナップショット管理などのVMア
クション）を実行する方法を説明します。

15ライフサイクル

Cisco UCS Directorで生成可能な、基礎となる物理インフラストラ
クチャと仮想インフラストラクチャに関する分析レポートについ

て説明します。

16CloudSense
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